
公

告

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
七
年
九
月
十
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

「
空
冷
チ
ラ
ー
更
新
工
事
」
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
の
で
、
公
告
す
る
。

令
和
七
年
九
月
十
二
日

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院

理
事
長

住

友

正

幸

一

入
札
に
付
す
る
事
項

１

業
務
名

空
冷
チ
ラ
ー
更
新
工
事

２

仕
様
内
容

㈠

屋
上
既
存
空
冷
チ
ラ
ー
二
基
（
三
菱
電
機
製
Ｃ
Ａ
Ｈ
ー
Ｊ
三
〇
〇
〇
Ａ
Ｈ
）
を
撤
去
及
び
処

分
し
、
次
の
仕
様
と
同
等
以
上
の
空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
モ
ジ
ュ
ー
ル
チ
ラ
ー
二
基
を
新
設
す
る

こ
と
。
な
お
、
次
の
仕
様
は
一
基
あ
た
り
の
内
容
と
す
る
。

・
冷
却
能
力
：
一
五
〇
Ｋ
Ｗ×

二
台

・
加
熱
能
力
：
一
五
〇
Ｋ
Ｗ

・
圧
縮
機
：
三
六
．
八
Ｋ
Ｗ×

三
台

・
冷
水
：
四
三
〇
Ｌ
／
ｍ
ｉ
ｎ

十
二
．
〇

℃
～
七
．
〇

℃

×
二
台

・
温
水
：
四
三
〇
Ｌ
／
ｍ
ｉ
ｎ

四
〇
．
〇

℃
～
四
五
．
〇

℃

㈡

空
冷
チ
ラ
ー
の
撤
去
及
び
新
設
に
あ
た
っ
て
は
、
既
存
又
は
新
規
を
必
ず
一
基
以
上
常
時
稼

働
さ
せ
る
も
の
と
し
、
当
該
系
統
の
冷
水
並
び
に
温
水
の
温
度
が
著
し
く
上
下
若
し
く
は
能
力

不
足
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
な
お
、
稼
働
に
あ
た
っ
て
は
必
要
に
応
じ
て
既
存
機
器

の
保
守
受
託
業
者
で
あ
る
三
菱
電
機
ビ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
、
制
御
等
に
関
す
る

中
央
監
視
設
備
の
保
守
受
託
業
者
で
あ
る
ア
ズ
ビ
ル
株
式
会
社
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
カ
ン
パ
ニ
ー
と

そ
れ
ぞ
れ
良
好
な
連
携
を
図
り
実
現
さ
せ
る
こ
と
。

㈢

空
冷
チ
ラ
ー
の
搬
出
入
に
あ
た
っ
て
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
ー
七
〇
一
系
統
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
室
外

機
及
び
そ
の
他
の
機
器
等
が
妨
げ
と
な
る
場
合
は
一
時
移
設
並
び
に
復
旧
を
行
う
こ
と
。
な

お
、
院
内
に
影
響
を
伴
う
も
の
が
あ
る
場
合
は
移
設
方
法
及
び
時
期
等
を
事
前
に
発
注
者
担
当

者
へ
提
案
し
、
承
認
を
得
る
こ
と
。

㈣

冷
水
、
温
水
又
は
冷
温
水
管
は
Ｓ
Ｇ
Ｐ
白
管
と
す
る
。

㈤

防
音
壁
に
つ
い
て
、
協
議
に
よ
り
一
部
又
は
全
て
解
体
し
て
良
い
も
の
と
す
る
。

㈥

コ
ア
抜
き
及
び
ア
ン
カ
ー
打
ち
等
を
行
う
場
合
は
必
要
に
応
じ
て
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
す
る

こ
と
。

㈦

ク
レ
ー
ン
等
の
車
両
を
使
用
す
る
場
合
は
近
隣
住
民
へ
説
明
を
行
う
こ
と
。

※

図
面
及
び
内
訳
書
等
は
三
に
示
す
場
所
及
び
期
間
に
て
配
布
す
る
。

３

業
務
期
限

令
和
八
年
五
月
三
十
一
日
（
日
曜
日
）
ま
で
。
な
お
、
発
注
者
よ
り
工
程
案
を
三
に
示
す
場
所
及

び
期
間
に
て
配
布
す
る
。



４

業
務
場
所

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院

二

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
者
で
あ
る
こ
と
。

㈠

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院
会
計
規
程
実
施
規
程
（
契
約
関
係
）
（
以
下
「
会
計
規

程
実
施
規
程
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
徳
島
県
の
入
札
参
加
資
格
名
簿
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
者

又
は
会
計
規
程
実
施
規
程
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
新
た
に
資
格
審
査
を
受
け
て
参
加
が
認

め
ら
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。

㈡

会
計
規
程
実
施
規
程
第
八
条
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

㈢

入
札
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
仕
様
書
に
示
し
た
要
件
、
資
格
事
項
等
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
以
下
「
応
札
仕
様
書
」
と
い
う
。
）
等
を
法
人
の
指
定
す
る
様
式
に
よ

り
、
五
の
２
に
示
す
提
出
期
限
ま
で
に
提
出
し
、
審
査
の
結
果
「
適
合
」
と
認
め
ら
れ
た
者
で
あ

る
こ
と
。

㈣

暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十

七
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
暴
力
団
員
（
同

条
第
六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は

暴
力
団
員
若
し
く
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
と
認
め
ら
れ
る
者
で
な
い
こ
と
。

三

仕
様
書
、
入
札
説
明
書
等
に
関
す
る
事
項

１

交
付
場
所

郵
便
番
号

七
七
二
―
八
五
〇
三

徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
小
谷
三
二
番

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院

施
設
整
備
企
画
課

電
話
番
号

〇
八
八
―
六
八
三
―
〇
〇
一
一

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号

〇
八
八
―
六
八
三
―
一
八
六
〇

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

s
h
i
s
e
t
s
u
@
n
a
r
u
t
o
-
h
s
p
.
j
p

２

交
付
期
間

令
和
七
年
九
月
十
二
日
（
金
曜
日
）
か
ら
令
和
七
年
九
月
二
十
六
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
土
日
及

び
国
民
の
祝
日
を
除
く
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

四

問
合
せ
等
に
つ
い
て

１

問
合
せ
先

徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
小
谷
三
二
番

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院

施
設
整
備
企
画
課

電
話
番
号

〇
八
八
―
六
八
三
―
〇
〇
一
一

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号

〇
八
八
―
六
八
三
―
一
八
六
〇

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

s
h
i
s
e
t
s
u
@
n
a
r
u
t
o
-
h
s
p
.
j
p

２

問
合
せ
の
方
法
及
び
受
付
期
間

問
合
せ
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
又
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
期
間
に

つ
い
て
は
令
和
七
年
九
月
十
二
日
（
金
曜
日
）
か
ら
令
和
七
年
九
月
二
十
六
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の

土
日
及
び
国
民
の
祝
日
を
除
く
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
と
す
る
。
こ
れ
以
降
の
問
合
せ
に
つ

い
て
は
回
答
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。



五

応
札
仕
様
書
等
に
つ
い
て

１

本
件
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
応
札
仕
様
書
を
発
注
者
の
指
定
す
る
様
式
に
よ
り
作
成

し
、
期
限
ま
で
に
、
様
式
に
記
入
し
た
規
格
の
根
拠
と
な
る
書
類
等
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
）
と
と
も

に
、
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
応
札
仕
様
書
等
の
内
容
を
審
査
し
た
結
果
、
採
用
し
得
る
と
判

断
し
「
適
合
」
と
さ
れ
た
応
札
仕
様
書
等
を
提
出
し
た
者
に
限
り
、
入
札
落
札
決
定
の
対
象
と
す

る
。
な
お
、
法
人
か
ら
応
札
仕
様
書
等
に
関
し
、
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
こ
れ
に
応
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

応
札
仕
様
書
等
の
提
出
期
限
、
提
出
場
所
及
び
方
法

㈠

提
出
期
限

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日
（
金
曜
日
）
午
後
四
時

㈡

提
出
場
所

徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
小
谷
三
二
番

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院

施
設
整
備
企
画
課

㈢

提
出
方
法

直
接
持
参
又
は
郵
送
（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
書
留
郵
便
と
し
、
提
出
期
限
ま
で
に
必
着
の
こ

と
。
）

六

入
札
手
続
等
に
つ
い
て

１

入
札
及
び
開
札
執
行
の
日
時
及
び
場
所
並
び
に
入
札
書
の
提
出
方
法

㈠

日
時
令
和
七
年
十
月
二
日
（
木
曜
日
）
午
前
十
時

㈡

場
所
徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
小
谷
三
二
番

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院
三
階
会
議
室

㈢

入
札
書
の
提
出
方
法

直
接
持
参
又
は
郵
送
（
郵
送
に
よ
る
場
合
に
は
、
書
留
郵
便
と
し
、
提
出
期
限
ま
で
に
必
着
の

こ
と
。
）

２

郵
送
に
よ
る
場
合
の
入
札
書
の
提
出
期
限
、
宛
先
及
び
郵
送
方
法

㈠

提
出
期
限

令
和
七
年
十
月
一
日
（
水
曜
日
）
午
後
五
時
必
着

㈡

宛
先
郵
便
番
号

七
七
二
―
八
五
〇
三

徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
小
谷
三
二
番

地
方
独
立
行
政
法
人
徳
島
県
鳴
門
病
院

施
設
整
備
企
画
課

㈢

郵
送
方
法

二
重
封
筒
と
し
、
入
札
書
を
中
封
筒
に
入
れ
て
密
封
し
た
上
で
、
当
該
中
封
筒
の
表
面
に
は
直

接
持
参
す
る
場
合
と
同
様
に
入
札
者
名
を
明
記
し
、
外
封
筒
の
表
面
に
は
「
〇
〇
の
入
札
書
在

中
」
の
旨
を
朱
書
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

入
札
の
方
法
等

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
を
契
約
希
望
金
額
（
消
費
税
法
及
び
地



方
税
法
に
則
っ
た
消
費
税
等
は
含
ま
な
い
。
）
と
し
て
落
札
す
る
。
た
だ
し
、
入
札
執
行
者
は
、
契

約
金
額
の
支
払
い
の
際
上
記
契
約
希
望
金
額
に
消
費
税
等
を
加
算
し
た
金
額
を
も
っ
て
支
払
う
旨

（
公
租
公
課
の
増
減
が
生
じ
た
場
合
も
同
様
と
す
る
。
）
を
、
契
約
書
に
明
記
す
る
も
の
と
す
る
。

４

契
約
手
続
き
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

５

入
札
保
証
金

免
除

６

契
約
保
証
金

会
計
規
程
実
施
規
程
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
会
計
規
程
実

施
規
程
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
契
約
保
証
金
の
全
額
又
は

一
部
を
免
除
と
す
る
。

７

入
札
の
無
効

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
入
札
は
無
効
と
す
る
。

㈠

入
札
者
が
同
一
事
項
に
対
し
、
二
以
上
の
入
札
を
し
た
と
き
。

㈡

入
札
者
が
他
人
の
代
理
を
し
、
又
は
代
理
人
が
他
人
の
代
理
を
兼
ね
た
と
き
。

㈢

入
札
保
証
金
を
免
除
し
た
場
合
を
除
き
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
が
納
付
さ
れ
て
い
な
い
と
き
。

㈣

入
札
に
関
し
談
合
等
の
不
正
行
為
が
あ
っ
た
と
き
。

㈤

入
札
書
に
記
名
押
印
が
な
い
と
き
。

㈥

入
札
書
の
記
載
事
項
の
確
認
が
で
き
な
い
と
き
。

㈦

入
札
参
加
資
格
を
有
し
な
い
者
が
入
札
を
し
た
と
き
。

㈧

そ
の
他
契
約
責
任
者
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
事
項
に
違
反
し
た
と
き
。

８

入
札
又
は
開
札
の
中
止

天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
入
札
又
は
開
札
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

こ
れ
を
中
止
す
る
。
こ
の
中
止
に
よ
る
損
害
は
、
入
札
者
の
負
担
と
す
る
。

９

落
札
者
の
決
定
方
法

有
効
な
入
札
書
を
提
出
し
、
か
つ
、
五
の
応
札
仕
様
書
等
の
審
査
に
よ
っ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
た

入
札
者
で
あ
っ
て
、
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
提
示
し
た
者
を
落
札
者
と
す

る
。落
札
の
無
効

10
㈠

落
札
者
は
、
落
札
決
定
の
通
知
を
受
け
た
後
、
法
人
が
定
め
た
期
間
内
に
契
約
を
締
結
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
期
間
に
落
札
者
が
契
約
の
締
結
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
者
の
落
札
は
効

力
を
失
う
も
の
と
す
る
。

㈡

落
札
者
と
な
っ
た
者
が
、
契
約
締
結
日
ま
で
に
徳
島
県
建
設
工
事
等
に
係
る
指
名
停
止
等
措
置

要
綱
に
基
づ
く
指
名
停
止
等
の
措
置
を
受
け
た
場
合
、
そ
の
者
と
は
契
約
を
締
結
し
な
い
。

契
約
書
作
成
の
要
否

11

要そ
の
他

12

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
等
に
よ
る
。


